
　　として表したものである。各カテゴリーの点検内容については別紙公開の「看護師等養成所の自己点検・自己評価指針」を参照。

Ⅰ　教育理念・教育目的

（11項目）

Ⅱ　教育目標

（　7項目）

Ⅲ　教育課程経営

（31項目）

Ⅳ　教授・学習・評価過程

（17項目）

Ⅴ　経営・管理過程

（36項目）

Ⅵ　入学

（ 2項目）

Ⅶ　卒業・就業・進学

（ 8項目）

Ⅷ　地域社会／国際交流

（10項目）

（ 3項目）

◇学校関係者評価会議　令和6年4月24日　本校会議室で開催

委員長　 櫻井　郁子　（公益社団法人静岡県看護協会常務理事） 事務局　 瀧　　　　泉　　（副校長）

副委員長 市川　昭美　（地方独立行政法人静岡市立静岡病院副看護部長） 吉田多加貢　　（事務長）

委員 間淵　元子　（医療法人社団宝徳会小鹿病院看護部長） 松永　貴子　　（教務長）

委員 谷 　　和美 （静岡市立静岡看護専門学校後援会会長） 矢野　玲枝　　（技監）

宮田　芳衣　　（技監）

Ⅸ　研究 研究に取り組める時間的保障に不足がある。教務事務を活用
した業務整理により、時間的保障の改善を図る。

　自己評価の内容を承認

　自己評価の内容を承認

卒業生のアンケートについては、他校でも回収は難しい
と聞く。アンケートを実施し状況把握に努めていることが
先ずは重要。

看護師国家試験の合格率は15年連続100％であり、卒業時の
教育水準は維持できている。卒業生の多くが就職する主たる実
習病院と、定期的に情報交換する機会を持ち、卒業生の動向に
ついて把握している。
卒後1年時点のアンケート調査を今年度もWebで実施した。回収
率の改善には至らなかった。HomeComingDayの広報活動も強
化し、卒業生の活動状況の情報収集に努める。

地域・在宅看護論の授業を通し、地域との交流の機会が増えた
トロベーWeekの協賛など、地域のニーズに応える活動を行って
いく。
国際看護については、R6年度開講の「国際看護・災害看護」の
計画に基づく教授活動の実施と評価を行っていく。

評価点 〔 3 . 00 〕

評価点 〔 2 . 75 〕

評価点 〔 2. 70 〕

　自己評価の内容を承認

評価点 〔 2 . 91 〕

評価点 〔 3 . 00 〕

評価点 〔 2 . 75 〕

評価点 〔 2. 66 〕

評価点 〔 2. 70 〕

評価点 〔 3 . 00 〕

評価点 〔 2 . 96 〕

評価点 〔 3 . 00 〕

令和５年度 （R5年4月～R6年3月）  学  校  評  価

カテゴリー ・ 項目数

評価点 〔 3 . 00 〕

評価点 〔 3 . 00 〕

評価点 〔 2 . 96 〕

学校関係者評価

評価点 〔 3 . 00 〕

◇ 評価点は、Ⅰ～Ⅸのカテゴリーごと各項目を、〔３ ： あてはまる　２ ： ややあてはまる　１ ： あてはまらない〕と採点し、その平均点

教員の働く環境の改善に取り組んでいるが、施設設備
だけの問題ではなく、教員の働き方について考えなけ
ればならない時代。よりよく働くために自分で考えられ
る学生を育てるために、教員が働き方に対する意識を
変化させ、よりよく働く姿を見せてほしい。

安定した教育力の維持のため、専任教員の定数確保に加え、
実習指導教員の配置について検討を進める必要がある。
施設の経年劣化に対する修繕の計画的実施、保守管理を継続
して取り組んでいく。
学生生活の支援では、ハラスメント防止に関するガイドラインを
作成し、周知した。学生が安心して学習に臨めるよう支援体制
を整えていく。

18歳人口の減少、県内看護系大学の定員増加、高校生の大学
志向など、受験者は推薦・一般共に約3割減少した。
入学後の成績推移では、単位未修得者など課題が残った。入
学者選抜方法の妥当性も再度検証する必要がある。
入学選抜における面接官のスキル向上も強化していく。

評価点 〔 2. 66 〕

　自己評価の内容を承認

　自己評価の内容を承認

多様性の捉え方が難しく、新人看護師の様子も変化し
ている。学生の多様性、合理的配慮などが必要となる。
何を多様性としてどこを尊重するのか見極め、学生の
支援にあたってほしい。

　自己評価の内容を承認

評価点 〔 2 . 91 〕

設置目的、カリキュラム改正意図を踏まえ、検討したものを明示
している。高校のカリキュラム改正を踏まえた入学生の特徴を
情報収集し、学生像を柔軟に捉えなおす必要がある。

ディプロマポリシーを教育目標に置き換え明示している。3年間
で段階的に目標をもって学習できるよう、ディプロマポリシーと
の繋がりがわかる学年別到達目標を提示している。在学中の
キャリア形成と卒後の継続教育の関連が意識できる支援が必
要である。臨床と教育の乖離を避けるため情報共有と連携を図
る。

ナイチンゲール看護論を教育の基盤に起き、講義・演習科目を
教授し、臨地実習に活用できるよう構成し教授活動を行ってい
る。教員の授業準備時間の確保につながるよう、実習控室の
ネット環境を整備した。
教務事務の勤務時間拡充により、専任教員の業務負担の軽減
につながっている。しかし、変わらず負担感は大きい。今後も業
務分担の見直し、ICTの活用、教務事務への業務委譲など、専
任教員の働き方について改善する必要がある。

教育理念から単元の指導目標まで一貫性のあるものを設定し
ている。教員によるカリキュラム評価と学生からの評価を踏まえ
日々改善に取り組んでいる。GPAについて、学生が効果的に活
用しているか不明である。学習意欲を高めるためにGPAを活用
できるよう、評価指標の明示が必要である。次年度その検討と
作成に取り組む。

自己評価

評価点 〔 3 . 00 〕


